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二
、
国
家
三
、
新
倉
四
、
革
新
五
、
結
び
してくるのである。」
一
、
は
じ
め
に
「
殊
に
国
体
論
を
以
て
そ
の
求
呂
政
治
、
経
済
、
社
会
に
側
す
る
組
織
論
理
を
税
か
う
と
す
る
所
論
に
接
し
た
と
き
、
世
人
の
疑
惑
は
一
価
期
新官僚から革新官僚へ
革
新
官
侃
と
社
会
派
官
仇
ｌ
内
務
官
恢
と
し
て
の
協
洲
会
上
腕
職
Ｈ
１
国
家
官
僚
と
し
て
の
新
官
僚
新
官
僚
・
革
新
官
僚
と
社
会
派
官
僚
ｌ
協
調
会
分
析
の
一
視
角
と
し
て
Ｉ
ｌ
社
会
派
官
僚
か
ら
安
本
官
倣
へ
－
永井亭（協調会常務理事）『国民柵神と社会思想』巌松堂、一九二四年。
高
橋
彦
博
3３
社
会
政
策
学
会
に
お
け
る
私
の
報
告
は
「
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
の
協
調
会
」
と
題
さ
れ
た
が
、
当
日
配
付
の
報
告
要
旨
と
報
告
資料で詳しく示したように、報告内容は、「協調会コーボラテイズム論」と「協調会官侭の分析」という二側面から
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
五
月
了
向
山
論
題
分
科
会
の
三
野達雄氏、［
予
定
で
あ
る
。
財
団
法
人
・
協
調
会
が
連
合
国
に
よ
る
占
倣
体
制
下
で
解
散
に
追
い
や
ら
れ
た
の
が
一
九
川
六
年
七
月
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
で
に
（１）
半
世
紀
が
経
っ
た
。
こ
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
協
調
会
に
関
す
る
研
究
文
献
は
二
○
点
を
超
え
て
い
る
。
協
調
会
解
散
五
○
年
の
時
点
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
協
調
会
分
析
の
蓄
臓
を
蹄
ま
え
た
上
で
、
協
洲
会
に
つ
い
て
今
日
的
な
把
握
を
試
み
る
作
業
は
、
社
会
述
助
史
や
労
使
関
係
論
の
分
野
に
お
け
る
作
業
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
提
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
何
点
も
の
論
点
を
通
じ
て
、
現
代
政
治
論
、
現
代
社
公
論
に
何
ほ
ど
か
の
寄
与
を
す
る
作
業
と
な
る
に
迎
い
な
い
。
私
の
場
合
、
今
日
の
時
点
に
お
け
る
協
調
会
分
析
は
、
二
つ
の
角
度
か
ら
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
、
協
調
会
二
七
年
の
歴
史
を
戦
Ⅲ
川
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
視
点
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
協
調
会
二
七
年
の
経
過
を
担
っ
て
来
た
協
調
会
上
層
職
員
を
新
官
僚
、
革
新
官
僚
、
社
会
派
官
僚
、
と
い
う
三
つ
の
官
僚
層
の
輻
轆
関
係
に
お
い
て
捉
え
る
視
点
か
ら
す
年
五
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
社
会
政
策
学
会
九
二
回
大
会
は
、
協
調
会
解
散
五
○
周
年
の
時
点
に
お
け
る
企
画
と
し
て
、
科
会
の
一
テ
ー
マ
に
「
協
調
会
の
今
日
的
検
討
」
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
社
会
政
莱
学
会
分
科
会
で
な
さ
れ
た
愛
媛
大
学
矢
国
学
院
大
学
木
下
順
氏
、
そ
し
て
私
に
よ
る
三
本
の
報
告
は
、
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
の
近
刊
号
に
掲
載
さ
れ
る
一、はじめに
ｌ
内
務
官
僚
と
し
て
の
協
調
会
上
層
職
員
Ｉ
3４
#l『官(Ⅸ.,Y〔Wi官(1mとｌｌ２会派官似
端綴官一め常た待
一と協済とＩＭＩ稲ら務。遇Ｍル
ノＬしｉｉＷ安な貝葉れ理一を洲
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に仇方つ分は京’１１任等職の
対、局たを、帝はを官員職
応社・ ・与や国快求身を貝
し会社 えが大諦め分代で
てＪＲ会らて学しらか表あ
一官局れ内とたれらすり
九（lＩ（かてＩＨＩ京゜て脱る氏
三、らい細部いし添’''１
○の派る１ｔ帝るて１１１人
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派ilv（１１１’１１１を業務つ１１１分
生付ＭｎｌＩＩ求しＥＩＩた茂に
しけ対のめた事Ｍｌはあ
たて応二ら後を洲、つ
社分を人れ、三会内た
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統＃rｉとる侍（正添で家
けのし説｜遇を’１１あ１ｔ「
てて、〔の求はつ似
折
」
を
、
今
回
、
蒲
く
し
て
逝
一
少の資料補過を含んでいる。
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
交
錯
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
学
会
に
お
け
る
口
頭
棚
告
を
文
謝
報
告
に
換
え
る
に
当
た
っ
て
、
私
は
議
論
の
川
確
化
を
図
ろ
た
め
、
交
錐
す
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
起
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
に
検
討
を
加
え
る
形
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
識
論
の
一
つ
で
あ
る
「
協
調
会
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
論
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
政
策
学
会
に
お
け
る
報
告
と
し
て
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
近
刊
号
に
発
表
す
る
こ
と
と
し
、
私
の
も
う
一
つ
の
議
論
で
あ
る
「
協
調
会
官
似
の
分
析
」
を
、
今
回
、
潴
く
し
て
逝
っ
九
四
川
洋
二
教
授
追
悼
の
意
味
を
込
め
て
本
誌
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
い
ず
れ
も
多
3５
新
官
僚
と
か
革
新
官
僚
と
か
の
捉
え
方
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
川
語
に
端
を
発
し
て
い
る
。
現
代
史
研
究
の
分
野
に
お
い
て
厳
密
に
規
定
さ
れ
た
概
念
と
し
て
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
領
域
に
お
け
る
実
証
分
析
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
確
定
的
な
概
念
規
定
の
確
立
が
試
行
さ
れ
て
い
る
途
次
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
○
年
代
以
降
に
お
け
る
総
合
国
策
研
究
機
関
の
総
体
的
把
握
を
試
み
た
古
川
雌
久
氏
が
、
総
力
戦
体
制
の
担
い
手
を
硴
定
す
る
視
点
か
ら
新
宮
恢
屈
と
革
新
禰
位
肘
に
次
の
よ
う
な
（２）
区分を一がしているのが、実証的把握の一例となっている。
一几三○年代後半に派生した社会派国家官仙晒を砧新宮休胴と捉える皿解が通説となっている。まず、商等、造Ⅲ機
関
と
し
て
の
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
卒
業
年
次
を
基
準
に
し
、
そ
の
上
で
、
学
生
時
代
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
接
近
絲
験
の
有
無
を
指
標
に
す
る
社
会
派
国
家
官
僚
層
の
分
類
方
法
は
、
新
官
僚
層
と
革
新
官
僚
層
の
輩
出
の
背
景
を
捉
え
両
者
を
区
分
す
る
一
般
論
と
し
て
的
確
て
あ
り
有
効
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
協
調
会
に
対
象
を
絞
り
協
調
会
上
肘
職
員
の
軌
跡
を
迫
っ
て
行
く
と
、
一
般
論
と
は
兇
な
っ
た
新
而
似
胸
の
誕
生
と
球
新
官
僚
胴
の
分
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
政
党
政
治
へ
の
対
応
を
自
覚
し
政
友
会
や
氏
政
党
と
の
関
述
で
浮
鋤
す
る
浦
恢
政
治
家
と
し
て
社
会
政
策
の
公
共
政
蛎
化
に
取
り
細
ん
だ
の
が
添
川
敬
一
郎
で
あ
っ
た
。
添
川
と
巡
っ
て
、
二
人
政
党
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
ス
細
イ
ル
ズ
・
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
反
抗
か
ら
既
成
政
党
に
組
み
せ
ず
に
、
当
初
か
ら
金
憩
学
院
で
あ
る
と
か
凶
縦
会
で
あ
る
と
か
の
回
家
並
新
派
官
僚
組
織
に
属
し
て
、
軍
部
ク
ー
デ
タ
後
の
官
僚
内
閣
に
ポ
ス
ト
を
得
た
の
が
吉
田
茂
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
間
に
、
画
然
と
し
た
一
本
の
線
が
Ⅷ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
間
の
一
線
が
、
協
調
会
の
場
で
確
認
Ⅲ
来
る
新
宿
隙
と
北
新
宮
仮
の
区
分
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
一
九
一
八
年
に
お
け
る
原
敬
内
閣
の
成
立
と
い
う
政
党
政
治
冊
始
時
点
に
遡
る
新
宮
隙
燗
の
形
成
の
確
認
と
、
一
九
三
一
年
に
お
け
る
政
党
政
治
解
体
過
程
に
お
い
て
明
確
と
な
っ
た
革
新
向
仇
屈
の
派
生
の
確
認
が
協
調
会
の
場
に
お
い
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
っ
た。
3６
新宮'１ｍ・並析官僚と社会派官(１１（
ど
の
よ
う
な
分
頬
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
特
定
の
圦
耶
に
お
け
る
そ
の
分
航
の
有
効
性
で
あ
り
、
新
席
恢
と
革
新
官
低
に
つ
い
て
の
古
川
氏
の
明
快
な
分
緬
も
、
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
分
斌
城
雛
を
換
え
る
と
そ
の
終
然
さ
が
乱
れ
る
こ
と
に
な
る
。
農
林
官
恢
に
焦
点
（３）
を
柵
・
え
た
大
竹
稗
介
氏
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
古
川
氏
の
分
頒
で
新
官
位
の
枠
に
収
め
ら
れ
た
右
恐
忠
篤
と
小
平
椛
一
は
、
国
家
機
描
の
一
端としての農林官僚としての本来の在り方を保持し続けた「省士」であり、各省の枠を超える意識の新官僚とは異質
の存在であったとされている。同じように古川氏の分峨で砿新官隙の川辺に位世付けられた和川博雄は、大竹氏の分
餓
に
よ
れ
ば
、
国
家
を
超
え
た
社
会
観
念
へ
の
捉
わ
れ
に
お
い
て
「
革
新
官
僚
た
り
え
な
か
っ
た
」
人
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
言
え
ば
「
革
新餓
'１t１に
(＃（よ
左れ
派ば
L－、
【内務官僚】後藤文夫、吉川茂、松本学。【腿林官恢】石黒忠鱒、小平権一。
【商工宵仇】吉野傭次。【大蔵官似】打渡粧太郎、Ｈ雁皿逝、…など。
革
新
官
僚
一
九
二
○
年
代
（
大
正
末
期
）
に
東
大
を
卒
業
し
て
官
僚
に
な
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
程
度
の
差
は
あ
れ
学
生
時
代
に
マ
ル
ク
ス
エ
雑
の
影
孵
を
受
け
、
統
制
経
済
に
つ
い
て
の
経
験
を
械
み
、
Ⅲ
中
戦
争
勃
発
前
後
か
ら
頭
町
を
表
し
は
じ
め
、
戦
中
川
（
「
革
新
官
恢
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
）
に
は
各
竹
の
課
長
、
局
長
、
総
合
囚
箙
機
側
の
幹
部
や
立
案
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
漏
勅
す
る
。
【商工官恢】岸信介、唯名悦三郎、美漉部洋次。【逓信官似】奥村再和男。
【
大
蔵
官
似
】
毛
里
災
於
兎
、
迫
水
久
常
。
【
腱
休
官
似
】
川
川
柳
雄
、
…
な
ど
。
新
官
僚
一
九
一
○
年
代
に
東
大
を
卒
業
し
て
官
僚
に
な
っ
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
の
う
ち
、
内
務
、
鰹
林
官
恢
は
、
恐
慌
対
鞭
に
関
与
す
る
う
ち
、
政
党
政
治
に
批
判
的
に
な
っ
た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
他
の
人
々
は
産
業
統
制
、
総
動
員
政
策
、
外
為
管
理
、
満
洲
国
統
治
な
ど
、
「
革
新
派
」
的
政
簸
の
線
上
に
あ
る
新
し
い
政
策
に
携
わ
っ
た
人
々
で
あ
る
が
、
体
制
糀
新
ま
で
構
想
し
て
い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
戦
中
期
に
は
次
官
、
大
７
協調会上層職員を内務省社会派の国家官僚と見なして、その軌跡を追うと、添田敬一郎のような一見、平凡な単な３
仮
な
ど
と
な
る
。であった。
さ合ツーに
らにで従内
によ’こつ扮
活る顕たＷ
Ｉｌｉｉｌ９ｉ粁政（li（
化文で友１１’
し商あ会』
た等つへ内の
り１（宿たし官床
1:１体。似次
(Ｉｉリルリ岐派竹
にがＷ１は二
促生の、郎
進み政残が
さ’１１党Ｗｌ－
れさ内派几
るれⅢ’よ二
形たでり四
でのあ多１１
，でるかに
商あ一つ政
文つ八允友
高た九。会
等が八１:ｉか
宮、年ＩｌＸら
の’７１１の政立
政CljMl治逝
党く仮の政
政政内政反
冷党ＩＨｌ党水
と内当政党
のｌＨ１時治を
癒で、へ分
務ありⅡの立
がる官茂さ
進一ＩｌｊｌｌｉｌＵせ
行九が（よ、
し－１１ｋ、hI』
て九凪政ｉｌｌｉ
い１１【し党内
たの、政ＩＨＩ
・原そ治の
内れ展与
’８１へＩｌｌ｝党
段ののと
階ＡＭｉｉｉｉな
に州'１段つ
おと階ノこ
いしに１１$
ててお、
は分い床
、｜Ｉ（て次
る
国
家
官
僚
と
そ
の
同
瞭
で
あ
る
永
井
享
や
爺
下
で
あ
る
藤
井
梯
に
新
向
依
と
し
て
の
位
世
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
吉
川
茂
の
よ
う
な
公
認
の
新
宮
仮
に
先
鞭
で
あ
る
後
峨
文
男
を
含
め
て
岫
新
官
似
と
し
て
の
位
悩
付
け
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
、
、
革新浦似と見なされていた和川博雄が、協調会職員であった稲菜秀一一一や勝間川消一と此〈に、社会派国家淌恢としての
、
、
在
り
刀
を
超
え
た
社
会
化
志
向
の
社
会
派
宵
似
と
位
例
付
け
ら
れ
る
》
」
と
に
な
る
。
以
下
、
社
会
派
凶
家
官
俶
と
社
会
派
宵
恢
の
微
妙
な
使
い
分
け
に
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
。
（
１
）
本
稿
末
足
の
「
『
協
調
会
論
』
文
献
一
覧
」
を
参
照
。
こ
の
一
覧
表
は
、
川
棚
「
「
協
調
会
誌
』
（
稿
本
）
と
『
協
調
会
史
』
（
正
史
）
と
の
Ⅲ
」
（
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
」
第
四
四
五
号
、
一
九
九
Ⅲ
年
一
二
月
）
掲
赦
の
文
献
リ
ス
ト
を
術
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
２
）
古
川
陥
久
『
昭
和
戦
中
期
の
総
合
国
策
槻
側
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
一
八
～
一
九
ペ
ー
ジ
。
折
滴
恢
と
革
新
官
僚
の
肝
川
論
文
と
し
て
分
析
作
業
の
起
点
に
な
る
の
は
橋
川
文
三
「
革
新
官
僚
」
、
神
烏
二
郎
編
『
権
力
の
思
想
」
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
で
あ
ろ
う
。
（３）大竹啓介『幻の花－和川博雌の生涯（上）』楽瀧啓一尻、一九八一年、一三一～一一一一二ページ。
二
国
家
官
僚
と
し
て
の
新
宮
催
3８
新官僚・革新官(li(とl【|:会派官(lＸ
すしでたＩＨＩで人内添
そる、あのの添あ党内ｕｌ殺
れがさつは内１１１つ、｜Ｍ１も］［
に、らた、Ｉｌｌはた田．まさ
し添に。Ｉiiiか、添中１１１１たれ
て’１１立や内ら水｜{ｌ内藤宮た
もは意がＩＨＩイリ］野は闇内僚ｌｌｌＩＩ
地そ民てが酢に、の｜Ⅲ政調
刀こ政、司総、協文・党会
官ま党添閲Ｗｆ内洲相構人の
(１ｍでへ’１１下府務会にiilliの戦
とはとはとに街常就ｌＮ－ＩＩＩｌ
し付政、御移の務任閣人）ＵＩ
嚥溌''１('１２洲!：|Ｈ爵ljl1
知つ遊政のｌｌｌｉ誌になイ'１つ一
事て七党内にめ出どをた○
をいし人閣巡とｌｆｊｌ、ｌＩｊ）･イＩｆ
歴なたとＬ－ｊｕなす床め添に
(［い床しでをりる次てＨ１お
し。次てあ」し社にといはい
ての比るに会当違る内て
い行政とせ・局たつが務火
た動党判す反って、宮質
添の総Ｗｉ、とて内床僚的
[IＩ執務しそな、務次とな
が跡とたのつＩﾊ}官としＨｌ１
やとなかまた人僚同てりｊ
つ一るらまの的政c水圧
と致がでｌｌｉ（はな友〈野で本し、あ敬司心系政錬あ省てそつのＩＭｌＩｌＩｉで友太つ
誌いのた内下を一系郎た
める変とIHIの述貰でのの
と゜遷釈に御べしあ系は
な床はｌﾘ}お｝ｌＩｉだてつダリ内
つ次、しけ娩切いたに務て’よ立てる￣々大。あ竹
二、忠いへ内にた゜水る｜}１
年民政る&柵よるそ野と身で政友・祈る譜のは［｜のM１党会添地とＩＷ１水、認添
調かか[１１刀感を野一しｌｌｌ会ららは局謝送にノＬて敬
へ政政、長しつ、二い_・
の友友はの、て内六たＲＵ
ｉＲ倉継Ｗ舳幣|【,,:i1$
びTl）へ、にが。社政野つH１度身政府（寺会女はた
し転を友ま内局会、が
‐身移系つ内長に寺、
官仇政治の産物であった。
内
務
官
僚
・
添
田
敬
一
郎
内
務
官
恢
と
し
て
の
床
次
は
、
早
く
も
一
九
一
三
年
、
鉄
道
院
総
放
の
現
職
に
在
り
な
が
ら
政
友
公
に
入
党
し
、
官
吏
の
祇
口
服
柾
の
（２）
是
非
に
つ
い
て
の
議
論
を
呼
び
起
こ
し
て
い
た
。
床
次
は
、
一
九
一
四
年
以
降
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
八
回
を
取
れ
る
官
瞭
政
治
家
と
な
っ
て
い
る
。
政
党
政
治
が
進
行
す
る
状
況
で
出
現
し
た
官
位
政
党
人
と
し
て
の
床
次
が
原
内
閣
の
内
川
と
な
り
、
政
党
内
閣
を
柵
強
す
る
「
官
・
財
・
労
・
協
議
体
制
」
と
し
て
の
協
調
会
設
立
を
提
唱
し
た
の
で
あ
っ
た
。
協
調
会
は
、
政
党
政
治
と
の
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
3９
添川が協調会常任理事に就任した直後に、「社会政筑時報』に発表した「協調会堂一一局」（一九二○年一一Ⅱ）があり、
（５）
「
筒
一
言
」
の
趣
旨
を
説
明
し
た
二
水
の
論
文
が
あ
る
。
添
川
に
よ
れ
ば
、
協
洲
主
義
と
は
柵
怖
主
義
で
も
な
け
れ
ば
階
級
闘
争
主
我
で
も
な
い
の
で
あ
っ
た
。
協
調
主
義
は
、
添
田
に
よ
れ
ば
、
「
世
界
を
風
際
し
尽
く
し
た
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
認
め
「
対
等
な
る
人
格
の
相
互
尊
耽
」
を
求
め
る
思
想
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
「
資
本
家
と
労
働
背
と
を
現
状
の
側
に
於
て
妥
協
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
」
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
慈
恵
政
策
で
は
な
い
社
会
政
筑
を
股
間
す
る
た
め
の
各
界
協
調
の
機
関
と
し
て
、
特
に
労
働
組
合
代
表
を
参
加
さ
せ
た（６）
「述柵主義」の機関として、協洲会を疋粁させることが、災画的な理事長としての添川の役別として自覚されていた。
社
会
政
策
の
「
徹
底
実
施
」
を
求
め
る
立
場
こ
そ
協
調
主
義
で
あ
る
と
強
調
す
る
添
田
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
、
添
田
は
、
何
よ
り
も
先
ず
「
労
働
問
題
に
於
い
て
股
も
危
険
な
る
刀
而
は
非
国
家
的
思
想
の
発
現
で
あ
る
」
と
旧
家
主
義
原
則
を
明
示
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
る
。
単
な
る
争
議
調
停
機
関
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
社
会
的
批
判
に
対
し
て
、
労
働
委
員
会
法
や
労
働
組
合
法
の
建
議
で
答
え
、
公
共
政
策
展
開
の
主
体
と
な
る
立
場
を
誇
示
す
る
協
調
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
協
調
会
の
爽
画
的
な
理
事
長
と
し
て
、
添
川
は
、
「
社
会
政
策
の
目
標
は
よ
り
善
き
社
会
の
実
現
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
「
社
会
改
造
」
論
を
提
示
す
る
境
地
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
く
まで、国家官僚の頂点に立つ内務官僚としての、党を見失うことはなかった。
を
承
諾
さ
せ
ら
れ
た
経
過
は
、
添
田
に
と
っ
て
「
甚
だ
意
外
且
迷
惑
」
で
あ
り
「
残
念
の
心
地
」
で
あ
っ
た
。
添
田
と
同
様
に
協
調
会
に
０４
出
向
す
る
｝
」
と
に
な
っ
た
内
務
省
桝
記
向
の
川
沢
義
姉
に
つ
い
て
、
添
川
が
「
非
常
な
犠
牲
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
自
身
の
｝
」
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
添
川
の
水
野
宛
の
謝
簡
に
よ
れ
ば
、
添
川
は
、
協
調
会
に
対
す
る
「
現
内
閣
の
武
柾
」
の
砿
大
な
る
を
思
っ
て
川
（４）
向
を
了
承
し
た
の
で
あ
っ
た
。
添
川
が
米
騒
助
対
簸
や
協
調
会
設
立
醜
務
を
担
当
す
る
立
場
に
あ
り
、
労
働
問
題
や
社
く
ま
政
策
に
強
い
側
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
出
向
す
る
添
田
に
あ
っ
た
の
は
、
何
よ
り
も
国
家
官
僚
と
し
て
の
責
務
遂
行
自
覚
で
あ
っ
た
。
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水
井
を
協
洲
会
川
平
に
挑
し
た
の
は
淌
浦
奈
喬
で
あ
り
、
水
井
が
協
調
会
を
追
わ
れ
た
時
、
「
資
本
家
川
休
の
不
明
の
然
ら
し
む
る
と
ころ」と永井弁池の言を吐いたのは平沼馴一郎であったと、永井回身が語っている。人脈から言えば山県閥系統に属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
水
井
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
水
井
は
、
道
徳
観
念
と
し
て
の
図
体
論
を
政
治
・
経
済
の
倣
域
に
持
ち
込
む
こ
と
を
抓
（７）
否
し
、
「
国
家
よ
り
社
会
へ
』
と
題
す
る
一
丞
脚
を
呪
わ
す
ほ
ど
の
公
然
た
る
社
会
派
で
あ
っ
た
。
永
井
の
後
年
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
、
水
井
忠
尖
な
る
国
家
官
倣
と
し
て
協
調
会
常
務
理
事
に
就
任
し
た
添
川
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
添
川
は
、
政
党
政
治
腫
開
期
の
政
椛
政
党
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
役
職
配
分
を
光
分
に
意
識
す
る
政
党
系
列
化
さ
れ
た
国
家
官
似
と
な
っ
て
い
た
。
添
川
が
最
初
に
政
界
に
川
脇
し
た
時
、
政
党
政
治
展
附
に
伴
う
政
界
再
編
成
が
巡
行
し
て
い
た
。
そ
の
渦
の
巾
で
、
添
川
は
、
床
次
や
水
野
の
後
に
続
く
官
恢
政
治
家
の
一
人
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
添
川
が
官
僚
政
治
家
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
た
時
、
早
く
も
政
党
政
治
体
制
の
崩
壊
が
閃
始
さ
れ
て
い
た
。
政
党
内
閣
の
崩
壊
と
添
川
協
調
会
の
瓦
解
は
同
時
で
あ
っ
た
。
幣
原
尚
亜
郎
や
高
野
岩
三
郎
と
ほ
ぼ
同
年
で
あ
っ
た
が
、
大
学
卒
年
は
「
二
八
組
」
の
数
年
後
で
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
内
務
省
で
も
本
省
詰
め
が
遅
か
っ
た
添
川
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
添
川
で
あ
り
、
五
○
歳
に
な
っ
て
い
た
添
川
で
あ
っ
た
が
、
協
洲
会
常
務
理
事
と
し
て
労
働
問
題
へ
の
対
応
を
自
己
の
役
判
と
心
得
、
「
社
会
改
造
」
派
の
新
た
な
官
僚
政
治
家
と
し
て
の
立
場
に
己
を
見
出
す
添
田
の
在
り
様
は
、
社
会
派
国
家
官
僚
の
先
駆
け
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
戦
間
期
に
出
現
し
た
添
田
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
官
僚
を
新
宮
仇
と
呼
ぶ
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
床
次
や
水
野
に
も
、
社
会
派
国
家
愉
彼
の
匂
い
が
多
分
に
あ
っ
た
。
が、墨
いた。 協調
会
の
中
に
、
思
想
と
行
動
に
お
い
て
添
川
を
支
え
る
新
宮
仇
と
し
て
の
在
り
様
を
示
す
何
人
か
の
止
牌
職
貝
が
い
た
。
そ
の
一
人
、
添
川
と
一
緒
に
協
調
会
皿
事
に
就
任
し
た
水
井
亨
で
あ
っ
た
。
こ
の
永
井
の
場
合
、
新
宮
仮
で
あ
る
と
共
に
そ
の
枠
を
は
み
出
し
て
永
井
享
・
塩
沢
昌
貞
・
藤
井
梯
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協
調
会
は
、
総
体
と
し
て
新
官
僚
屑
の
居
城
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
は
ま
た
、
新
官
僚
層
を
蚕
食
す
る
社
会
派
官
恢
の
拠
点
と
も
な
っ
ていた。永井などは、新官僚層に属する一人というより、社会派官僚の先駆けの一人となっていた。
設
立
当
初
か
ら
の
協
調
会
理
事
の
一
人
に
、
協
調
会
社
会
政
簸
学
院
の
院
長
と
し
て
社
会
政
策
思
想
の
普
及
活
勅
に
取
り
紺
む
塩
沢
日
貞
が
い
た
。
早
稲
田
大
学
の
政
経
学
部
長
を
務
め
た
だ
け
で
な
く
同
大
学
の
学
長
・
総
長
を
も
務
め
た
端
沢
は
、
内
務
官
僚
出
身
者
が
巾
胴を占める協洲会上肘職口としては永井と共に異端であったが、塩沢もまた、協洲会にあっては、その考えからすれ
は
、
発
足
当
時
、
協
調
会
は
「
Ⅱ
本
社
会
政
筑
協
会
」
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
衿
え
て
い
た
。
水
井
に
よ
れ
ば
、
協
調
会
は
争
議
調
停
の
機関であるよりも「労働組合法の制定による肌結権の確保」と「川体交渉による労働協約の締結」を求める機関であ
るべきであり、「労資代表の加盟による協議会の開催」を求める機関であるべきであった。永井は、「労働なきコーポ
ラティズム」としての協洲会の在り様の克服を探題として自覚していたのである。
添
川
と
違
っ
て
永
井
に
は
、
国
家
主
義
の
発
想
が
雌
く
凶
家
官
僚
と
し
て
の
使
命
観
が
稀
薄
で
あ
っ
た
。
永
井
に
あ
っ
た
の
は
、
明
快
な社会樅の似想であった。永井は発足匝後の協洲会において、次のような自らの立脚点を川らかにしている。
「股近学者或は生存櫛、労働樅、団結権、休錠権の如き人的目川の椛利を主慨し、或は教育樅、慰安縦、住宅樅、他版椛、
小
児
保
護
権
、
婦
人
対
等
権
と
も
称
す
べ
き
各
般
の
権
利
を
肯
定
す
る
６
の
あ
る
に
至
っ
た
が
、
未
だ
法
律
上
積
極
的
の
権
利
と
し
て
充
分
に
之
を
認
む
る
の
域
に
達
し
な
い
の
で
あ
る
。
是
等
の
権
利
は
天
賦
人
椛
の
思
想
に
胚
胎
し
た
る
も
の
と
洲
ひ
御
ら
る
蚤
が
、
寧
ろ
各
個
人
の
社
会
に
対
す
る
椛
利
、
即
ち
社
会
権
と
し
て
発
達
を
見
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
各
人
の
蔵
圧
義
務
と
相
侯
て
発
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
大
体
に
於
い
て
将
来
は
川
人
の
利
撒
財
醗
等
を
目
的
と
す
る
川
施
椛
の
如
き
は
適
度
に
之
に
Ⅲ
限
を
卯
へ
、
個
人
の
生
命
身
体
向
山
神
を
艦礎とする生存権または人烙椛とも称すべき濫本的椛利に枕て一層之を岬函するの原川を確立する必要を認むるので娃型・」
1２
新官僚．､YiWi官隙とｉｌ:会派官(ＩＩ（
火での想な：
ｌｉＴあ）＃ｌ１ｌｌｌｊＩいｉ
ＴＭＵ一一｡｡酉ろIＩｌＯ‐
協調会調在課長であった藤井梯もまた、協調会上牌職ｕとして新悔倣脳に身を慨く一人であったが、その縄歴と思
想内容からすれば、まぎれもない社会派官倣の一人であった。労働問題に温傭主義で対応するのではなく、打働組合
の持つ市民樅の承認で対応すべきであるとして協洲会の軌道修正を表明したのが一几二○年一二〃の「協洲会汽言」
であったが、この宣言は藤井が執筆したとされている。「協調会宣言」は添川も自分の見解表明として扱っている。
火画皿珈長としてそれは当然なのであるが、添川の理事及就征に反対したという永井の回想によれば、「協洲会宣一一門」
は
「
私
が
最
初
に
試
み
た
仕
事
」
で
あ
り
、
永
井
が
藤
井
に
「
起
草
を
依
頼
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
藤
井
執
筆
と
さ
れ
る
「
協
調
会
宣
端
沢
が
社
会
政
簸
の
城
本
観
念
は
生
存
樅
思
想
で
あ
る
と
す
る
論
文
を
『
社
会
政
雄
時
報
』
誌
上
で
発
表
し
た
の
は
、
水
艸
が
、
同
悲
止で社会権思想を表明する少し前であった。永井は、社会権思想を述べるに当たって「生存権のみを社会問題解決の
根本思想と兄ることが出来ない」としている。生存樅思想では「社会政簸の根本義が従来の個人主我又は社会主義と
異なる所以の特質を説明するに足らない」のであった。永井のそのような生存権思想についての注釈は、あるいは永
井
論
文
よ
り
早
く
『
社
会
政
策
時
柵
』
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
た
塩
沢
論
文
に
側
す
る
柵
論
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
（９）
ば
、
新
官
仙
〃
脈
に
混
入
し
た
社
会
派
官
恢
の
系
譜
に
属
す
る
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
塩
沢
は
、
設
立
直
後
の
協
調
会
に
お
い
て
ワ
イ
マ
ー
ル
・
モ
デ
ル
の
生
存
権
思
想
を
紹
介
し
て
見
せ
て
い
る
。
「川して労働背の生活の改善、地位の向上の目標として十几世紀末紫以来『文化的生存』（クルトゥーァ、エギジステンッ）
及
『
人
間
ら
し
き
存
在
』
（
メ
ン
シ
ェ
ン
ヴ
ィ
ル
デ
ィ
ゲ
ス
、
ダ
ー
ザ
イ
ン
）
な
る
標
語
を
使
っ
て
届
る
。
…
労
伽
者
も
他
の
階
級
の
荷
と
同
じ
く
物
伍
上
に
於
て
も
、
柵
抑
止
に
於
て
も
此
化
柵
を
改
牒
向
上
せ
し
め
、
斯
く
し
て
雌
業
に
側
係
せ
る
各
階
級
の
州
和
統
一
を
川
す
る
と
い
ふ
趣
愈
で
社会政筑の研究は進み来れるもので錘型・」
4３
言
」
は
、
「
労
働
組
合
此
他
の
団
体
」
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
つ
つ
、
協
調
会
が
「
労
資
盤
刀
の
個
人
又
は
団
体
と
親
し
く
接
触
」
Ｉ
す
る
機
関
と
な
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
藤
井
は
、
桑
田
熊
蔵
に
乞
わ
れ
て
協
調
会
入
り
を
し
た
と
い
う
。
協
調
会
の
調
査
課
長
に
在
職
の
ま
ま
政
治
研
究
会
の
中
央
委
員
と
な
り
、
脈
瀧
政
党
の
綱
価
作
成
作
業
に
参
加
し
て
い
る
。
一
几
二
七
年
に
は
、
普
選
突
施
に
対
応
す
る
啓
蒙
雑
誌
と
し
て
、
吉
野
作
造
、
小
（Ⅲ）
野武夫と藤井の一二人が発起人となった『社会迎動」（第一巻第一号）を発行している。労働問題や社会問題の発生を認
識
し
、
問
題
へ
の
対
応
役
割
を
自
覚
す
る
の
が
新
官
僚
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
藤
井
は
、
協
調
会
上
屑
職
員
と
し
て
新
官
似
で
あ
る
と
共
に
、
政
党
政
治
展
附
川
の
社
会
迎
助
へ
の
参
加
役
別
を
自
己
に
弧
し
、
脈
産
政
党
の
糾
織
化
に
取
り
組
む
祉
会
派
官
僚
で
あ
っ
た
。
（
１
）
Ⅱ
本
の
官
恢
制
と
猟
官
制
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
藤
文
夫
の
回
顧
が
参
巷
に
な
る
。
内
政
史
研
究
会
「
後
藤
文
夫
氏
談
話
第
一
回
速
記
録
（一九六三年七月二Ⅱ）」『内政史研究資料・第四巣』一二～一四ページ。
（
２
）
吉
野
作
造
は
禰
史
の
立
候
補
は
「
苦
々
し
い
現
象
」
で
あ
る
と
し
、
寺
内
内
側
に
お
い
て
官
吏
の
立
候
補
が
「
概
括
的
」
に
許
さ
れ
、
脱
内
側
において脳似の立候柵が「鰍什」になったと問皿の綴過を肌察している。古好「総選喉に於ける話Ⅲ随」『現代政胎諦和』文
化
生
活
研
究
会
、
一
九
二
六
年
、
所
収
を
参
照
。
（３）編集委員会編「添田敬一郎伝』同君記念刊行会発行、一九五ｎ年、四六～四八ページ。水野疎太郎と添田の関係は「互い
によびすてにする仲」であった、との脂摘もある。小山博也「第一爪代（埼玉県知耶）添川敬一郎」『埼玉県史研究』第一七
（
４
）
同
右
。
添
川
は
協
調
会
出
向
に
当
た
っ
て
貴
族
院
議
員
に
勅
選
の
内
示
を
受
け
た
。
協
調
会
へ
の
出
向
は
左
避
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
突
現
は
し
な
か
っ
た
が
勅
選
議
員
の
内
示
は
一
種
の
手
当
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
協
調
会
常
務
理
事
在
職
中
、
添
川
が
大
阪
府
知
事
へ
転
出
す
る
内
交
渉
を
受
け
た
の
は
「
栄
祇
」
の
機
会
提
供
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
同
上
『
添
川
敬
一
郎
低
』
丘
ｏ
～
正
一
ペ
ー
ジ
。
（５）添川散一郎「労働問題の帰結」『社会政簸時報」一九二一年一月。同「協調に対する二砿の非難」『社会政策時報』一九二
号、一九八六年。
一年三月。
新宮(l((・〕Y(Wi官恢と１１|:会派官(Ⅸ
（７）永井亨「協洲会の思い川」（一九六近年二几二六Ⅲ付）、『協調会史－協調会三十年の歩みＩ』偕和会刊、一九六近年、所
収
。
水
井
は
協
洲
会
を
追
わ
れ
る
価
前
に
『
Ⅲ
本
思
想
論
－
国
家
胆
似
よ
り
社
会
思
想
へ
』
の
姉
妹
耐
と
し
て
『
川
家
よ
り
社
会
へ
』
（
早
稲
川
人
学出版部、一九三○年）を刊行、「国体の観念」や「国民の梢抑」の高揚は「明治時代の帝国の弧念」であり「封建時代の刑
囮の柵抑」であるとして「国民の覚醍」を促している。水井による図体論を川対化する理論的営為については、「国民柵神と
社会思想」巌松堂諜店、一九二四年、参照。なお、永井は農商務省出身であった。拙稿、前掲〔一の（１）〕「『協調会誌」と
「協調会史』との間」を参照。
（８）永井亨「社会政策の根本思想」『社会政簸時報」一九二一年六Ⅱ。
（
９
）
法
学
博
士
・
塩
沢
昌
貞
は
、
一
九
二
○
年
一
月
、
協
調
会
理
事
に
就
任
。
一
九
四
五
年
七
月
に
死
亡
す
る
ま
で
、
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
前
掲
〔この注（７）］『協調会史』一五五ページ。なお、塩沢と早稲川人学の関係については、内川満「忘れられた先駆者・家永蝋
吉－現代アメリカ政治学形成期の目撃者」（上・下）「ＵＰ」一九九六年爪月、六月、の該当部分を参照。
（、）塩沢昌貞「労働問題の本質と此解決方針」『社会政簸時報』一九二○年一二月。
（Ⅱ）藤井伽は、一九二七年二Ⅱから一九三○年六川に交通耶故で死亡するまで協刈会剛耶の職にあった。前掲〔この派（７）］
『協調会史」一派七ぺ１ジ。なお、前掲［この注（６）］「協調会と大原社研」の該当注記をも参照。
／■、
６
、､グ
郎はＷｄｌ
Ｌ、
、 ￣
設
立
、
後
の
協
調
会
に
お
い
て
、
拙
附
班
義
か
ら
協
調
主
義
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
、
そ
の
転
換
の
拙
い
手
と
な
っ
た
の
が
添
川
で
あ
っ
た
。
拙
「協調会と大願社研」「社会労働研究』第四二巻三号、一九九五年一二川、参照。一九一三年。埼玉県知耶に就侃した添川
、
当
時
か
ら
「
社
会
問
題
へ
の
関
心
」
を
示
し
て
い
た
と
い
う
。
小
山
、
前
掲
〔
こ
の
注
（
３
）
〕
「
第
一
万
代
（
埼
玉
県
知
珈
）
添
川
敬
一
参
1M（
○
1５
策策社す応に年
一捉会るそすもで社
へ起政・のるＨＩ１あ会
のの簸一添リ解つ政対範論几’'１べをた策
応ｌｊｌｌは三協ラ示・を
とと、一洲ルす添公
なかそ{Ｉｚ会ななＩｌｌＪＬ
つ政れがが．ど敬政
た策「１懐、’、一策
・内休換発’１１社Ｈｌｌと
や容で点足ラ会をし
がをＩまで後テ染’１１て
てＨ１政あ一イロ１心具
司対策つ○ズのと体
時化科た年ム’２１す化
佛i）し学゜のの１１１るす
対批論述１１１提ｌＩｉこる
策判と帯点、'3をのた
こすな観で機前段め
へるら念、関捉階の
の機ずを関ととのョ
iW1Widii7i鮮鳶Ｍｉ富
が$|’た化団て協会財
一，みす剛体い調は．
総込ら念の九体、労
力まにヘー。ルリ労一
戦れ状転体の勘協
体て況換化提組識
ルリいへさを起合休
一なのせ求者法Ｗｉ'１
へ力》対るめでのを
のつ応契、あIliリ硫
没たを機１１<Ｉつ定立
人。心と家たをし
とまＩＨな体。求よ
なずけつ制Ｍ１めう
つ、るたへ説｝ると
て社’''１のの会だし
い会論は統はけた
く｜川装弓合、での
。題週時を政なが
へで局志党〈、
のあ対ｌｆｉｌ政、協
対つ策す治ｊｌｌ（洲
応てＬるの産会
が、で機腰政の
弓そあ関｜)１１党ｉｉｉｉ
時こつへ」０１のｌＵ１
局にた紙に結一
対政゜化対成○
添
川
敬
一
郎
や
永
井
亨
が
更
迭
さ
れ
た
後
に
協
調
会
に
幾
場
し
た
の
は
内
務
官
僚
と
し
て
の
吉
田
茂
で
あ
り
、
吉
川
の
配
下
と
し
て
の
町
川
辰
次
郎
で
あ
り
、
吉
川
の
同
調
者
と
し
て
の
長
岡
保
太
郎
で
あ
っ
た
。
添
川
と
同
じ
く
、
鶴
保
同
系
列
で
は
ば
く
、
主
流
か
ら
外
れ
た
吉
川
で
あ
っ
た
が
、
添
川
と
は
一
五
歳
の
年
齢
差
だ
け
で
な
く
思
考
の
体
質
に
お
い
て
か
な
り
の
迷
い
が
あ
っ
た
。
社
会
問
題
、
労
働
問
題
へ
の
対
応
課
題
を
自
覚
し
て
い
た
点
に
お
い
て
、
吉
川
も
添
田
と
同
じ
く
内
務
省
社
会
局
系
統
か
ら
派
生
し
た
国
家
官
僚
社
会
派
の
一
人
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
添
川
と
巡
っ
て
古
川
は
、
政
党
政
治
の
猟
腐
制
に
身
を
委
ね
る
官
俶
政
党
人
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
は
い
な
内
務
官
僚
・
吉
田
茂
三
新
官
僚
か
ら
革
新
官
恢
へ
4６
新官僚・1V[新官似と｜I会派官似
;警皓li1,ｉｌｌｌ↓liijl閥''Ｍｗ1,1Ｍｉｌｉゼナ生いをiBw《を党脈ｗ沸普繩W8ii1;ill;雛搬ｌ１ｉ糊ジたけ〈のて鮒駕鮒瀦Ｗ硫鰹蝿ﾄﾞﾄﾞｷﾞ'111#：11'織撫#Ｍ'ｌｉＭｌｉ爵し政、いへ強，,ｻﾞを段任京吉つる轡せら官政iR脈臘とＭｌｊ鮭iilWl111iiim鰈
liilii灘鱗鱗li：|i鱗！とおるの刀lIj’た’蒐務し一の，＃，た常たいしいス政’h’家な，ii1大、八キと。秘・て万ミザボＸ７靭鵬Ｗ６州ii1Ⅷ，Ｆ鰯無１１１雛；iii雛鱗iii総；蝋iii鱗iii輪：腿iii;鱗鰄麟11蝿;鰯，燕ｉｌｌｌＬｉｉＨｉや政体内二つに[Ⅶ政艤。；＃ｉｌｉＩ<ＩＭｉ塔｜iiiてｌＨ１ｊＹ（ｌｋ１党も後後人よ外蒜のれのゆすのとＩｌｉ１ｌ古藤のⅡｉりけ）人，Ｙｉか役
4７
内
務
宵
仇
正
統
派
で
あ
っ
た
後
藤
文
夫
は
、
当
時
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
新
宮
隙
の
旗
手
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
に
、
並
新
宮
仇
が
政
府
機
関
へ
進
出
す
る
橋
頭
墜
の
築
き
手
で
あ
っ
た
。
協
調
会
上
層
職
員
と
し
て
の
吉
田
の
政
府
機
関
へ
の
上
昇
は
、
後
藤
の
後
に
続
く
形
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
四
○
歳
台
で
あ
っ
た
後
噸
や
吉
川
な
ど
疏
新
官
僚
が
、
思
考
し
判
断
す
る
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て、野心と能力を発揮した舞台は、五・一五クー・デタ直後から続いた二つの非政党内閣であった。
評
伝
『
吉
川
茂
』
の
編
繊
委
員
長
は
後
藤
文
夫
と
な
っ
て
い
る
が
、
内
務
省
関
係
者
や
安
岡
正
篇
な
ど
の
貴
重
な
証
言
を
記
録
し
た
こ
の
評
伝
の
実
質
上
の
編
者
は
勝
問
田
清
一
で
あ
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
社
会
党
の
委
員
長
と
な
る
勝
間
川
は
、
協
調
会
職
員
で
あ
っ
た
当
時
の
思
い
出
と
し
て
、
「
先
生
（
吉
田
茂
）
が
書
記
官
長
に
な
ら
れ
て
ま
る
で
協
調
会
が
組
閣
本
部
み
た
い
に
な
っ
た
こ
と
（５）
がありましたね」と語っている。一九一一一二年の五・一近クー・デタから一九一一一六年の二・二六クー・デタの問に成立
し
た
二
つ
の
非
政
党
内
閣
、
斎
藤
実
の
「
挙
国
内
閣
」
と
岡
田
啓
介
の
「
官
僚
内
閣
」
に
、
協
調
会
上
層
職
員
を
含
む
革
新
官
僚
層
は
密
事
に
転
川
し
た
当
時
、
ば
な
ら
ぬ
な
ら
ぬ
」
と
革
新
官
僚
と
国
維
会
後
藤
や
吉
田
に
お
い
て
、
政
党
政
治
に
ま
つ
わ
る
猟
官
政
治
へ
の
反
発
が
、
先
輩
新
官
僚
の
二
大
政
党
に
癒
着
す
る
在
り
方
を
乗
り
越
え
る
動
機
と
な
っ
て
い
た
。
後
藤
や
吉
川
が
選
ん
だ
革
新
派
耶
人
と
協
調
し
て
行
政
決
定
権
を
独
得
す
る
コ
ー
ス
は
、
そ
の
ま
ま
国
家
革
新
を
求
め
る
国
家
官
僚
の
立
場
か
ら
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
を
指
向
す
る
革
新
官
僚
の
立
場
の
選
択
と
な
っ
て
い
た
。
協
調
会
常
務
理
事
に
転
川
し
た
当
時
、
吉
川
は
す
で
に
国
維
会
の
機
関
誌
上
で
．
党
一
派
の
利
害
の
如
き
は
、
之
を
椴
牲
と
す
る
丈
の
覚
悟
を
持
た
れ
（４）
ばな、ｂぬならぬ」と説いていたという。
（３）
がある。
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
…
」
と
、
当
時
の
内
務
省
高
等
官
が
「
政
党
の
弊
が
侵
潤
」
し
た
状
況
に
つ
い
て
証
言
し
て
い
る
例
、
－
ン
８
禰
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
斎
藤
内
閣
の
農
林
大
臣
に
、
余
熱
学
院
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
吉
田
と
共
に
国
維
会
を
設
立
し
た
一
人
で
あ
っ
た
後
藤
文
夫
が
着
任
し
た
のは一九三二年五月のことである。政党政治と国家官瞭の関係を断絶する象徴的動向が、後藤の入閣であった。非政
党人である後藤の入閣は、当時のジャーナリストの表現によれば、「全官僚群」に「政党人たらずとも大臣になれる」
（６）
と
い
う
自
信
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
全
官
僚
群
」
は
「
政
党
政
治
の
重
圧
か
ら
救
出
さ
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
五
・
一
五
ク
ー
・
デ
タ
以
後
は
、
政
友
会
や
民
政
党
の
幹
部
と
な
っ
た
官
僚
政
党
人
が
新
官
恢
と
し
て
政
府
の
要
職
に
進
出
す
る
の
で
は
な
く
、
革
僚新派軍人と連携する「新たな新官僚」、すなわち革新官僚が、決定権のある行政ポストを獲得する「国維会の時代」
●９１
癖が来たという状況認識が「全官似群」によって共有されることになったのであった。
陰海軍軍人であり枢密顧問官であり帆鮮総督であった斎藤実が組閣した「挙国内閣」の構成を見ると、農林大臣、商
ｉ“工大腿、外務大臣、陸噸大臣、内務省警保局長、警視総監、東京府知事、広島県知事、農林人匝秘書官、などの行政
（７）
縮決定権を行使する役職が国維〈琴に属する官僚によって占められている・斎藤と同じく海軍軍人であり斎藤内閣の海州
即であった岡田啓介が斎藤内閣の「延長内閣」として組閣した「官僚内閣」においては、内務大臣、大蔵大腿、内閣書
Ⅸ刺記官長、など行政決定の要めのポストが国維会官僚によって占有され、「内閣自体の中核」部分を節部と癒着した斬
新
（８）
官
僚
、
す
な
わ
ち
革
新
官
僚
が
担
う
構
造
が
実
現
し
て
い
る
。
斎
藤
内
閣
は
軍
部
と
既
成
政
党
と
の
パ
ー
フ
ン
ス
を
と
る
内
閣
で
あ
り
、
た
の
は
、
内
蓉
郎であった。
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
自
覚
が
特
に
強
烈
で
あ
っ
た
吉
田
茂
は
、
’
九
三
二
年
一
月
、
金
鶏
学
院
の
安
岡
正
篇
を
指
導
者
と
す
る
国
維
会
を
組
織
し
た
。
吉
田
は
、
国
維
会
に
お
い
て
、
革
新
官
僚
の
在
り
方
を
、
思
考
し
判
断
す
る
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
体
制
、
す
な
わ
ち
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
的
担
い
手
と
な
る
方
向
へ
切
り
替
え
る
踏
み
切
り
を
見
せ
た
。
国
維
会
の
中
心
に
い
た
の
は
、
内
務
省
警
保
局
長
出
身
で
貴
族
院
議
員
の
後
藤
で
あ
り
、
協
調
会
の
吉
田
で
あ
り
、
協
調
会
職
員
実
力
派
と
し
て
の
町
田
辰
次
ｲ９
「
挙
国
内
閣
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
が
、
岡
川
内
閣
は
「
反
政
党
的
色
彩
を
濃
厚
」
に
し
た
内
閣
で
あ
り
、
「
官
僚
内
閣
」
で
あ
る
と
見
（９）
な
さ
れ
た
。
や
が
て
二
・
二
六
ク
ー
・
デ
タ
で
標
的
と
さ
れ
た
斎
藤
内
閣
と
岡
川
内
閣
で
あ
っ
た
が
、
共
に
脚
維
会
内
閣
で
あ
っ
た
の
で
ある。斎藤内閣は帝人事件で崩壊し、岡田内閣は二・二六クー・デタで倒壊する。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
岡
川
内
閣
倒
壊
よ
り
早
く
、
圃
維
会
が
自
ら
解
散
の
道
を
選
ん
で
い
た
事
実
経
過
で
あ
る
。
国
維
会
の
解
散
は
、
岡
川
内
閣
発
足
迺
後
の
一
九
三
四
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
解
散
の
指
示
を
発
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
金
鴎
学
院
の
安
岡
正鱒である。国維会の中心人物が続々と「時局の煽り」で「顕要の地位に就いた」のは「地下百尺の約」に反する、
（川）
と
す
る
の
が
安
岡
の
解
散
脂
一
水
理
川
で
あ
っ
た
。
国
維
会
が
解
散
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
第
一
の
理
川
と
し
て
、
安
岡
は
、
財
政
上
の
班
川
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
国
維
会
解
散
の
真
の
理
由
は
、
「
改
革
の
衝
に
当
た
る
べ
き
も
の
が
改
砿
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
の
賀
任
者
に
な
っ
た
こ
と
」
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
国
維
会
に
属
す
る
内
務
官
僚
が
国
維
会
の
「
地
下
百
尺
の
約
」
に
反
し
た
と
す
る
安
岡
の
厳
し
い
指
摘
は
、
後
藤
と
吉
川
に
対
す
る
直
接
の
批
判
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
は
、
あ
く
ま
で
官
僚
と
し
て
の
役
割
と
権
限
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
官
位
が
政
治
の
表
層
に
剛
り
出
て
枢
要
の
地
位
に
衝
き
、
責
任
主
体
と
し
て
新
た
な
課
題
の
提
起
と
政
策
の
選
択
を
行
な
い
、
同
時
に
政
策
過
程
の
担
当
者
と
な
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
判
Ⅲ
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
川
本
主
義
の
場
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
行
政
官
隙
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
提
起
し
た
行
政
官
僚
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
は
、
ｕ
本
主
義
と
し
て
の
国
家
主
義
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
伝
統
主
義
に
よ
る
国
家
機
柵
構
築
を
基
本
理
念
と
し
て
信
奉
す
る
日
本
主
義
は
、
欧
化
拒
否
の
潔
癖
な
感
性
に
お
い
て
、
合
理
主
義
の
精
繊
な
構
造
を
特
性
と
す
る
官
隙
ロ
ボ
ッ
ト
が
頭
脳
を
持
っ
て
独
り
歩
き
す
る
こ
と
を
、
そ
の
初
発
点
に
お
い
て
封
殺
し
た
の
で
あ
る
。
革
新
官
僚
に
よ
る
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
岡
田
内
閣
へ
の
参
画
を
通
じ
て
第
一
の
挫
折
を
経
験
し
た
。
国
家
機
構
の
頂
点
に
革
新官僚が立つ行政コーポラティズムは、非常時局に直面した国家体制が主動脈を補佐する副動脈を埋め込むパイ・パ
5０
新官僚・革新官僚と社会派官僚
一
九
三
二
年
の
最
初
の
時
局
対
策
委
員
会
に
日
本
労
働
総
同
盟
を
代
表
す
る
鈴
木
文
治
の
名
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
（Ⅱ）
協
調
会
は
「
労
働
な
き
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
の
状
態
か
ら
の
脱
川
に
成
功
し
、
設
立
当
初
か
ら
の
悲
願
を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
、
協
調
会
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
す
で
に
社
会
統
合
を
も
と
め
る
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
労
働
代
表
ポ
ス
ト
に
与
え
ら
れ
た
社
会
的
難
盤
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
川
が
協
調
会
を
去
っ
た
後
、
常
務
理
平
と
し
て
協
調
会
を
支
え
た
の
は
内
務
次
官
の
経
歴
を
持
ち
、
協
調
会
設
立
の
提
案
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
河
原
田
稼
吉
で
あ
っ
た
が
、
’
九
三
七
年
、
林
内
閣
の
内
務
相
に
就
任
し
協
調
会
を
去
る
。
そ
こ
で
新
常
務
理
事
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
東
京
市
の
課
長
、
協
調
会
の
課
長
の
経
歴
を
持
つ
異
色
の
人
物
、
町
川
辰
次
郎
で
あ
っ
た
。
町
田
は
、
さ
っ
そ
く
、
（皿）
吉
田
の
企
図
を
継
承
す
る
形
で
、
再
び
時
局
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
。
一
九
三
八
年
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
一
回
目
の
時
局
対
に
存
す
べ
き
で
あ
る
」
災
が
な
さ
れ
て
い
た
。
革新官僚による国家コーポラティズムは、一九一一一六年の二・二六クー・デタの後、総力戦体制を補完する社会諸団
体
統
合
機
柵
の
術
築
に
自
己
の
役
割
を
限
定
す
る
。
協
調
会
が
試
み
た
時
局
対
策
委
員
会
の
提
起
と
産
業
報
幽
迎
勅
の
提
唱
が
そ
の
具
体
的な動きとなっていた。そこで、革新官僚主導の国家コーポラティズムは、第二の挫折を経験することになる。
内
務
省
社
会
局
長
か
ら
協
調
会
常
務
理
事
に
捗
っ
た
吉
川
茂
の
第
一
声
は
、
「
労
使
協
調
…
此
の
平
凡
な
る
言
葉
の
狸
に
力
強
い
新
鮮
な
意
義
を
見
出
し
得
る
と
忠
ふ
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
政
策
の
使
命
は
「
調
和
あ
り
統
一
あ
る
健
全
な
る
社
会
状
態
を
実
現
す
る
に
存
す
べ
き
で
あ
る
」
と
肯
一
言
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
田
の
こ
の
新
方
針
に
従
っ
て
、
協
調
会
に
よ
る
最
初
の
時
局
対
策
委
員
会
の
招
み
出
し
が
な
さ
れ
た
瞬
間
に
、
革
新
官
僚
の
非
常
時
局
対
応
ス
手
術
と
し
て
認
め
ら
れ
た
だ
け
の
事
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
既
設
の
国
家
機
構
を
代
替
す
る
方
向
で
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
踏
み
出
し
が
な
さ
れ
た
瞬
間
に
、
天
皇
親
政
指
向
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
日
本
主
義
に
よ
る
拒
絶
の
処
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
5１
一
元
的
な
旧
家
政
雄
形
成
体
制
が
雌
疋
さ
れ
る
過
膿
で
、
協
調
会
は
二
派
に
分
か
れ
る
。
吉
川
茂
の
直
系
の
位
悩
に
あ
っ
た
町
川
辰
次
郎などは産業報國迎吻の中央に移ったが、床次竹二郎没後の協調会副会長であり徳川家達没後の協調会会長となった
（Ⅱ）
水野錬太郎が産報体制と併存する協調〈室の代表となって、戦時下協調会の辛うじての組織保持を担った。
新
宵
瞭
に
よ
る
リ
ベ
ラ
ル
な
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
「
労
働
な
き
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
し
て
未
成
熟
な
ま
ま
に
落
果
し
た
。
革
新
官
倣
に
よ
る
行
政
向
隙
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
樹
立
の
試
み
は
、
内
側
か
ら
の
強
烈
な
規
制
を
受
け
て
挫
折
し
た
。
パ
イ
・
パ
ス
手
術
に
自
己
限
定
し
た
産
業
報
図
会
体
制
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
革
新
官
僚
の
総
て
で
あ
っ
た
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
構
想
そ
の
も
の
が
強
権
筑
委
瓜
会
が
、
雌
業
報
例
会
の
提
哨
母
体
で
あ
っ
た
。
協
調
会
に
よ
る
二
回
目
の
時
局
対
莱
委
員
会
が
職
場
単
位
に
産
業
報
國
会
を
組
織
し
、
そ
の
全
図
的
述
絡
組
織
と
し
て
産
業
報
國
述
淵
を
発
足
さ
せ
る
と
い
う
「
労
資
一
本
化
」
運
動
を
提
唱
し
た
の
は
、
一
九
三
八
年
五
月
で
あ
っ
た
。
協
調
会
の
労
働
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
腿
川
は
、
し
か
し
、
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
職
場
脆
報
と
砿
業
州
剛
述
捌
と
の
関
係
は
「
何
等
強
制
を
仲
ふ
も
の
に
非
ず
」
と
さ
れ
た
た
め
、
「
組
織
さ
れ
た
雌
業
報
剛
会
の
う
ち
同
述
川
に
正
式
に
川
Ⅲ
せ
る
も
の
は
極
め
て
倣
少
に
過
ぎ
ず
、
砿
業
報
剛
迎
洲
は
必
ず
し
も
所
期
の
成
績
を
挙
げ
た
と
は
言
い
得
な
か
っ
た
し
、
中
央
機
関
と
し
て
充
分
有
力
な
存
在
た
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
」
の
（川）
で
あ
る
。
協
調
会
が
企
図
し
た
産
業
報
國
述
盟
は
、
政
府
主
導
の
地
方
長
官
が
面
接
脂
導
す
る
府
県
単
位
の
旅
業
報
國
述
△
呵
会
の
盗
場
に
、
職
場
座
州
の
枇
断
組
織
と
し
て
の
存
在
意
義
を
兄
失
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
産
業
紺
國
述
棚
の
産
業
報
国
連
合
会
へ
の
強
行
転
化
は
、
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
え
ど
も
、
社
会
川
休
の
独
自
の
傾
城
を
認
め
る
組
織
原
理
で
あ
る
限
り
「
剛
体
の
本
義
」
と
「
官
民
一
体
」
に
伸
る
体
制
原
理
と
し
て
排
除
さ
れ
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
大
日
本
帝
国
が
総
力
戦
体
制
と
し
て
求
め
た
の
は
、
一
国
一
党
体
制
で
も
な
け
れ
ば
、
国
家
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
5２
新官僚・革新官僚と社会派官似
の
発
動
に
よ
っ
て
消
し
去
ら
れ
た
。
新
官
僚
や
革
新
官
僚
が
発
揮
し
た
国
家
官
僚
と
し
て
の
社
会
性
は
、
非
常
時
体
制
あ
る
い
は
総
力
戦
体
制
と
し
て
進
行
し
た
国
家
機
構
の
画
一
化
に
よ
っ
て
、
最
初
に
活
用
さ
れ
た
が
、
や
が
て
排
除
さ
れ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
（１）辻禰明氏や升味準之柵氏のかなり遠砥の無い質問に、後藤文夫は「私自身が新宮慨の頭目のように言われたのですが、い
つ
か
ら
頭
目
に
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
…
」
と
と
ぼ
け
て
見
せ
る
。
そ
の
後
藤
は
、
他
方
で
は
斎
藤
内
閣
に
お
け
る
文
官
分
限
令
改
正
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
次
の
よ
う
に
言
明
す
る
。
「
と
に
か
く
、
政
党
は
そ
ん
な
具
合
に
、
政
党
の
変
る
た
び
に
地
方
官
僚
な
ど
の
入
れ
替
え
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
ほ
ん
と
う
の
公
正
な
行
政
と
い
う
も
の
は
出
来
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
、
あ
と
で
、
新
官
僚
と
い
う
よ
う
な
空
気
が
柵
来
て
、
と
に
か
く
こ
う
い
う
時
代
に
は
官
僚
自
身
が
ほ
ん
と
う
の
国
家
の
公
正
な
責
任
者
と
し
て
勤
め
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
言
っ
た
よ
う
な
機巡が多少出て来ておったですね」。前胸［この注（１）］『後藤文夫氏談話第一皿速記録」、二○ページ。後醗は、こうも回
顧
す
る
。
「
若
い
官
僚
に
は
革
新
の
気
分
が
強
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
た
ご
そ
の
よ
う
な
政
党
の
弊
を
言
う
だ
け
で
は
な
く
も
っ
と
あ
る
意
味
の
全
般
的
改
地
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
体
わ
れ
わ
れ
の
時
代
頃
か
ら
ポ
ッ
ボ
ッ
と
社
会
主
義
の
思
想
と
い
う
も
の
が
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
た
わ
け
で
、
又
民
主
々
義
の
思
想
も
高
ま
っ
て
来
て
お
り
ま
し
た
。
多
少
み
ん
な
そ
う
い
う
も
の
に
触
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
社
会
主
義
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
と
に
か
く
、
た
く
い
ま
凶
で
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
だ
め
な
ん
だ
、
大
衆
の
幸
福
を
考
え
て
行
く
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
社
会
政
策
の
思
い
切
っ
た
も
の
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
た
よ
う
な
思
想
が
多
少
と
も
み
ん
な
に
あ
り
ま
し
て
ね
。
」
同
上
、
一
一
四
ペ
ー
ジ
。
後
藤
の
言
う
新
官
僚
と
は
、
政
党
政
治
の
弊
を
衝
き
つ
つ
国
家
体
制
の
全
般
的
改
革
を
求
め
る
革
新
官
（２）土川信男「政党内閣と産業政策一九二五～一九三二年」（１）～（３）、『国家学会雑誌」第一○七巻一一・一二号、一九
九旧年一二月。第一○八巻三・四号、一九九五年四月。第一○八巻一一・一二号、一九九五年一二月。
（３）内政史研究会『安井英二氏談話第一回速記録』（一九六四年二月六日）、内政史研究宜料第一川染、六ぺｌジ。後藤文夫も、
猟
官
政
治
を
「
政
党
の
弊
」
と
し
て
捉
え
、
後
藤
や
吉
田
の
出
身
地
で
あ
る
大
分
に
そ
の
弊
が
強
か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
前
掲
［
こ
の
注
（１）］『後藤文夫氏談話第一回速記録』、一五ページ。
（
４
）
河
島
真
「
国
維
会
論
１
国
維
会
と
新
官
僚
ｌ
」
『
日
本
史
研
究
」
第
三
六
○
号
、
一
九
九
二
年
八
月
、
参
照
。
河
島
氏
は
、
国
維
会
幹
部
が
既
成
あ
り
ま
し
て
ね。」同
恢
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
5３
政
党
を
批
判
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
政
党
政
治
の
否
定
者
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
河
島
氏
が
挙
げ
る
後
藤
文
夫
や
吉
田
茂
の
当
時
の
発
言
は
、
総
て
腕
曲
な
形
を
と
っ
た
政
党
政
治
否
定
論
で
あ
る
と
受
け
取
れ
る
。
何
石
に
お
け
る
回
顧
と
し
て
の
後
藤
発
言
に
見
ら
れる「猟官政治の弊は政党政治の弊」とする論理は、官僚政治家による政党政治否定の論理以外のなにものでもなかった。
（
５
）
吉
田
茂
伝
記
刊
行
編
輯
委
員
会
『
吉
田
茂
」
一
九
六
五
年
、
一
七
六
ペ
ー
ジ
。
（
６
）
升
味
準
之
輔
「
ｎ
本
政
党
史
論
」
第
六
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
○
年
、
二
三
一
ペ
ー
ジ
。
（７）河島真、前掲〔三の注（４）］参照。「国維会論１国維会と新官僚ｌ」
（
８
）
白
水
正
之
『
Ⅲ
本
政
党
史
昭
和
編
」
中
央
公
論
社
、
一
九
四
九
年
、
一
八
五
ペ
ー
ジ
。
（
９
）
同
右
。
白
木
の
記
述
は
、
同
時
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
観
察
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
（川）前掲［三の注（５）］『吉川茂』に収められている安岡正鱒の「国維会時代」についての回顧談を参照。河井継之肋の「地
下
百
尺
に
埋
も
れ
る
覚
悟
」
が
国
維
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た
。
一
八
五
ペ
ー
ジ
。
（Ⅲ）肢初の時局対簸委風会については、前掲［この注（７）］『協調会史」六六ページ以下を参照。
（胆）二度目の時局対策委員会については、同右、『協調会史」八八ページ以下を参照。なお、町田辰次郎ほか、金憩学院、国維
会
を
め
ぐ
る
人
々
の
像
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
伊
藤
隆
弓
挙
国
一
致
』
内
閣
川
政
界
再
編
成
問
題
１
Ｍ
和
⑬
年
近
衛
新
党
問
題
研
究
の
た
め
にＩ」「社会科学研究」第二四巻一号。一九七二年九月、を参照。
（⑬）産業報國迎盟の実態については、同右、『協調会史』九五ページ以下を参照。特に一○二ページ。
（
Ⅱ
）
協
調
会
職
員
で
あ
っ
た
村
山
壷
忠
氏
（
協
調
会
解
散
後
、
中
央
労
働
学
園
大
学
教
授
・
法
政
大
学
社
会
学
部
教
授
）
は
、
「
協
調
会
資
料
の
中
に
産業報凹会関係資料が少ないのはなぜか」との問いに、「産報から協調会に送られてくる資料は暖房の燃料として片端からス
ト
ー
ブ
に
く
く
て
し
ま
っ
た
」
と
答
え
た
と
い
う
（
法
大
大
原
社
研
関
係
者
の
談
に
よ
る
）
。
同
じ
く
協
調
会
職
員
で
あ
っ
た
Ｔ
・
Ｔ
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
常
務
理
事
の
長
岡
保
太
郎
と
町
田
展
次
郎
が
お
そ
ら
く
は
産
報
問
題
で
激
論
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
Ｔ
・
Ｔ
氏
に
とっては時局に迎合しない田沢義姉常務理事（一九四○年以降）の姿勢が印象的であったという。
5４
新官僚・革新官僚と社会派官仇
添
田
協
調
会
の
段
階
で
新
官
僚
層
を
蚕
食
し
た
社
会
派
官
僚
の
存
在
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
、
吉
川
協
調
会
の
段
階
で
は
革
新
官
恢
に
接
近
し
た
社
会
派
官
恢
の
存
在
を
砿
認
す
る
こ
と
が
Ⅲ
来
る
。
内
閣
調
査
局
か
ら
企
画
院
へ
と
国
家
機
櫛
の
中
枢
部
に
位
樋
付
け
ら
れ
て
ゆ
く
総
合
国
策
機
関
は
、
革
新
官
僚
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
は
社
会
派
官
僚
の
温
床
と
も
な
っ
て
い
た
。
内
閣
調
在
局
か
ら
企
凹
院
に
至
る
政
府
直
属
ス
タ
ッ
フ
機
関
の
創
設
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
総
力
戦
体
制
構
築
と
し
て
顕
在
化
し
た
行
政
国
家
の
動
態
で
あ
っ
た
。
国
家
政
策
に
お
け
る
「
政
策
型
思
考
」
（
松
下
韮
こ
の
取
り
入
れ
と
社
会
政
策
の
公
共政策化による社会統合の志向は、現代史の初発点である今世紀の初頭から「現代の終馬」が自覚される世紀末の今
日に至るまで貫通する日本社会の基幹底流となっている。総合国策機関のみではなく、国家意志形成過程への政策型
思
考
の
導
入
と
い
う
現
代
国
家
の
土
壌
そ
れ
自
体
が
社
会
派
官
僚
を
発
生
さ
せ
育
成
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
現
代
国
家
の
行
政
国
家
化
は
、
協
調
会
の
存
在
に
着
目
す
る
な
ら
ば
一
九
二
○
年
代
に
遡
っ
て
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
安
定
本
部
の
人
脈
に
注
目
す
る
な
ら
ば
一
九
川
○
年
代
に
連
続
す
る
動
向
で
あ
る
と
確
認
出来る。すでに戦間期の初発点から、集権国家体制において拡大する社会領域への対応として国家意志の公共政策化
（１）
あった。
あった。
国家総力戦体制への対応として「昭和戦中期」における「国家の行政国家化」が進行したと観測されている。行政
倒
家
の
新
機
櫛
と
し
て
一
九
三
○
年
代
に
出
現
し
た
の
が
「
総
合
国
策
機
関
」
の
系
譜
で
あ
り
、
こ
の
系
譜
の
代
表
的
存
在
が
企
両
院
で
（１）
あった。国家総力戦体制は、総理大臣への権限の集中と、総理大臣に直属するスタッフ機関の創設を必要としたので
四
革
新
官
僚
と
社
会
派
官
僚
5５
の強官院Ｍ：ム｛11（
ョIlill吉（ｌＸで会のテ吉
尖調lIlでは派ルリクＩＨ
態停ＩＭＩあ洲官度ノ協
調で洲り査僚化ク調
査あ会Ⅱ：１:；で志ラ会
Ｌつの会にあIfjI1に
でた特派（Ｅつを卜お
あ。微７１にイた促にい
りさを（'、し。進よて
、ら示とて協する社
そにすな風謝るテ会
れ稲業つ史会立ク協
ら葉統てのの場ノ訓
のやといへ身職かク政
調勝した＆分員らラ策
査１１１１て゜か身、シの
に１１１単ら分一’国
J１（がげ脱に貰化家
づｌｍらｌｌＩあしの的
くりれしって野一
派細る、た革敷体
業みの企稲新さ化
協をは、ｉ葉官え政
力命、院で僚露策
迎じ１ＷＰｌｉあを１１１へ
ｉ肋ら局（'|：り内しの
とれ対のｌ勝かた転
'二１た班彼ＩｌＩｌらの換
力’ｲｉ姿（!；’'１文でを
史玉’』とでえあ担
生県会なあてつ当
julにのつついたし
動お提たた土がた
のけ’''１ｌＭｊがの、の
司るでは、は卜'’は
指川あ、内、体革導口り勝’３１稲協新
一鋳束’１'１ｉｉｌＭ葉調官
で物京ｌｌｌ在秀と暗
あ産Ｔｌｊ６Aj）三し層
つ業iiu稲でやてで
たやイ，葉は勝のあ
・ノ|：識６洲ｌｌＩｌｌｍり
国泉に高査’１１家、
家付対等貝清．そ
．股し１:１に－１こ
，業て身任な’'１で
ポになぅ〉官どうは
うつざのしのテイテ
テいれ並企少イ政
イてたＷｒｉｕｊｉ壮ズ官
が
計
ら
れ
、
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
屑
の
肥
大
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
の
椛
力
中
枢
化
は
、
戦
時
動
員
体
制
を貫通して第二次大戦後の経済危機椅理体制へ転化して行く。国家機柵の社会化に即応する形で、ある時は新向僚厨
を蚕食し、ある時は革新官僚に庇謎されながら、社会派官恢は第二次大戦倣後の社会党政椛に辿り着くのであった。
添
川
協
調
会
に
お
い
て
社
会
政
簸
の
公
共
政
簸
化
を
担
当
し
た
の
は
、
内
務
樹
仙
新
感
覚
派
と
で
も
言
う
べ
き
新
官
恢
臓
で
あ
っ
た
が、その際、国家官僚の発想から提起される国家主義の惰性を社会化政策に切り替える内部工作を試みていたのは、
水
井
亨
や
藤
井
梯
な
ど
の
社
会
派
官
恢
で
あ
っ
た
。
商
工
官
彼
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
る
同
家
統
制
色
の
磯
い
労
働
組
合
法
案
と
異
な
っ
て
、
内
務
省
と
協
調
会
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
労
働
組
合
法
案
が
、
労
働
述
動
の
、
然
発
生
性
を
承
認
す
る
労
働
保
護
法
と
な
っ
て
い
た
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
新
官
僚
層
を
蚕
食
し
て
い
た
社
会
派
官
僚
の
姿
で
あ
っ
た
。
稲
葉
秀
三
と
勝
問
田
清
一
5６
Wr121(li(・１V〔W｢官(Ⅸとil2会派官僚
た葉るか何と宵れ夜業人人京得ズ
パルを'１認ｉｉｊｉ衞雛Ⅶキゼ'(ⅦＫｔ
ｌ３１１１１１１１Ｉ内ルリ刀経史と頭でか、｜|パ図はのし
説１１１１のｌＨｌＬ式営とにすＩＨらそ然大－よて
査の内のとに￣ななる辺のこと学ノＬう腿
局二調内か求でるつよ元こでしの○な’)Ｍで人査ＩＨＩにめ、こたうをと［１１た半し生さ
、を局ｒイ泊、あと。に主で沢左ＬＩｉ（|K々れ革リ｜柵厨極INRるに勝な任あ義塊で４１１とた
新き想艮的｜}$い失間つ教つ３ＩＩｉｌＩＩｌあまし埼官抜に宮に統はｌ伐田た授たの折つれた］〈
僚い、と対ｉｌｉｌｌ－しは。と。紹糺’たで｜コリ'し
でて吉な応経九大、そす勝介で－．あ発に
あ内Ⅱ１つす済四勝京のるＩｌｌｊをあ九り性お
る｜Ｈ１のたるを○’''１都後純’１１得つ三、がけ吉胤胤行吉の弓年｜}１での粋はてた○勝溢ろＨ１査政’１１で解にで山稲哲束協。年Ｉｌｌｌれ’１；の１計官茂は放白あ田葉学大調稲にＩｌｌｌｌＩ業傘に僚はな‐場つ勝の科卒会葉左（よて協下配テ、〈の社た次｜］の業のは翼一い力に世ク総横絶か゜郎水学後臨、紐九たや、すノ合極好らそに経生、時京織○。’÷Ｉ社るク’1Ｉ的のＴＩ」の師済で添職’'１に八ブノボF1;z臘洲irlllliゼllIi2lM2ili鮎ｌｊ船官ｌｌｌｌｌＨｌ応とた１１’てすた－し太しまの\I《＃triilli可'《Ｘ繩ｌＭｉ:iii脇i￥Ｒ洲lRJi繩ii1imミガ１４の務半々あ災'１蕊i蝋|ｉ職鵜灘Ｉ窪;霊鑑ilil鰄償郷'１ド。い稲すと共ＭＥＩ,}；か調卒＝I：二、を
5７
内
閣
調
査
局
に
お
け
る
革
新
官
僚
と
社
会
派
官
恢
の
合
流
の
様
相
を
端
的
に
示
す
事
業
と
し
て
、
内
閣
調
査
局
が
主
体
と
な
っ
た
新
穀
感
謝
祭
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
斬
殺
感
謝
祭
の
経
過
と
柵
造
の
中
に
、
「
戦
Ⅲ
期
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
「
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
」
が
両
結
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
のなに林有そ経戦佐る？会経る内、省をの済ｌｌｌｉ後多。￣化内締,｣;Ｍ臘繊lIliifMliiI鎧ＭｌｉＭ洲胤il1i肺ＷｉｌｌｉＩ(篭iIi欝鯛糊棚暁一：||蝋||;l1lll月llIiH：|《lWiliぞ肥QWiiM'fXj繩！｛総節（ＩI（が開の○口（１K滴竹と力側合二とＩ)'１か農年と人安本な戦と国次社始れ業代な脈疋孫っ対し策｜Ⅱ会さてかのりの本－た応て鮒Ｗ￥ⅧＭﾉｆＷＭ刑純で戦似い、除に派は１１『どの貝し
:WllW1lli：＃Ｍ裡蕊''１１経総度 騎艘|iii(il1繩上ｌＭ済合化安lmlさ定簸れ会な左し会水るっのか
本機たから派、派のこて企つ
部｜Ｈ１合らな社一’1;ｲﾈ|：とい、ｉた
ののＩＭｉ勝い会九（lＩ（会がた院が超超（､（｜|;｜￣党六の氏Ⅱ｝社よ、点点と１１１との○１１ﾘ↓三1：来会りギ１１艫Ｍ|Ⅶ燕§派内Ⅱ’ととなて。九Ｎ蕊とに,この後：ＭＭしなつのて○勝本な（よ炎知らと査や
位い内次発る［’し的のし局そ慨た｜Ⅲ郎想『１１本てな多てのの
付゜ズ|リがを１１１社示部〈は方他けそ戎参持｜艸会すぅ）は、がの
Ｗ耐蝿１１mｆ稲は社をの局も内は 蝿:繊与｜Ｈ１、え訓ｌやる戎がこけてとに企内帝いつい１１１、iillillll国たたる ｋ他い゛釆第院調農・勝。鰄,ＵＭ型」≦'ﾐﾋてる二と。次な で正評国鳥蒜ili湫 墾ギドｉｉｉｌｌ１Ｉ）界１【人ｲル足部二[：るｉ１ＵＩ戦行以と地が後次冬ての
後と前震所、、太、い｜'：
５８
社
会
派
官
僚
の
社
会
実
験
Wi官僚・革新官(1Kと社会派Ｔｌ(li（
斬
殺
感
謝
祭
は
農
業
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
試
み
で
あ
っ
た
。
宮
中
行
事
と
し
て
の
み
な
さ
れ
て
い
る
新
嘗
祭
に
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
け
る
農
民
主
体
の
祭
典
を
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
新
穀
感
謝
祭
で
あ
っ
た
。
斬
殺
感
謝
祭
が
、
内
閣
調
査
局
の
提
議
、
農
林
省
の
協
（６）
力、雌業組ハロ中央会・帝川農会など農業Ⅲ体の主伽によって附始されたのは一九一一一兀年のことである。斬殺感謝祭の
「
生
み
の
親
」
は
内
閣
調
査
局
長
官
・
古
田
茂
、
「
育
て
の
親
」
は
農
林
省
次
官
・
石
黒
忠
篇
、
「
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
は
内
閣
調
査
局
調
査
胸
・
川
Ⅲ
博
雄
、
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
斬
殺
感
謝
祭
の
岐
初
の
災
施
者
は
、
一
付
規
模
で
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
協
洲
会
Ⅲ
狼
所
員
と
し
て
埼
玉
県
丼
泉
付
に
常
駐
し
て
い
た
勝
間
川
清
一
で
あ
っ
た
。
腿林省は、新宵祭に参加する「献穀者」への処遇を考え、「木杯下賜」の予算描椴を講じていた。そのこと自体、
宮
中
行
事
に
お
け
る
農
民
の
処
遇
に
対
す
る
批
判
的
対
応
の
意
味
を
含
ん
で
い
た
。
一
九
三
○
年
代
の
始
め
、
和
川
な
ど
を
中
心
と
す
る
腿
林
研
究
会
で
「
欧
州
併
図
に
は
、
独
自
の
収
極
祭
、
腿
業
祭
が
あ
る
の
に
、
珊
棚
の
囚
と
い
わ
れ
る
Ⅱ
水
に
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
」
と
す
る
欧
州
出
張
者
か
ら
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
農
業
祭
的
行
事
の
立
案
が
農
林
省
と
帝
国
農
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
なったが、その案は一九一一一一一一、一九三四年度の予算要求で大蔵宵に認められなかった。
同じ頃、吉川協調会の農村自力更生迎勁に桃わっていた勝間川は、井泉付で、斬殺感謝祭を「抑邪」「物戯展示」
「
祇
苗
交
換
」
の
行
事
と
し
て
実
施
し
て
い
た
。
勝
間
川
は
新
穀
感
謝
祭
の
趣
旨
を
７
新
宵
祭
〃
の
ｕ
に
、
農
民
と
一
緒
に
斬
殺
を
神
（７）
に
捧
げ
て
農
作
を
喜
び
感
謝
す
る
祭
事
を
現
地
で
手
が
け
た
わ
け
で
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。
一
九
二
一
五
年
、
農
林
省
か
ら
内
閣
調
査
局
に
川
向
し
た
川
川
は
、
腿
休
宵
で
不
発
に
終
わ
っ
た
腿
業
祭
行
耶
を
、
内
閣
調
査
局
良
と
し
て
の
吉
川
に
献
策
、
吉
川
は
勝
間
川
の
実
験
と
和
田
の
献
策
を
合
流
さ
せ
て
新
穀
感
謝
祭
を
実
現
さ
せ
た
。
二
つ
の
企
図
が
斬
殺
感
謝
祭
に
価
め
ら
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
背
川
茂
に
よ
る
腿
業
祭
を
「
効
〃
の
感
謝
、
食
轍
の
瞭
重
、
胆
氏
の
、
党
」
を
昂
揚
さ
せ
る
場
と
す
る
企
図
で
あ
り
、
寓
中
行
事
と
し
て
の
新
嘗
祭
を
国
民
祭
典
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
衆
生
活
と
密
肴
し
た
5９
官
製
神
道
の
在
り
方
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
和
田
博
雄
に
よ
る
農
業
祭
を
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
し
帥
に
本
当
の
意
味
の
〃
ま
つ
り
ご
と
〃
と
い
う
国
民
的
な
も
の
」
に
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
り
、
そ
れ
は
新
宮
祭
の
持
つ
国
家
神
道
的
色
彩
を
脱
色
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
っ
た
。
和
川
は
一
九
三
四
年
に
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ナ
チ
ス
政
権
下
の
収
穫
祭
が
農
民
的
な
も
の
で
あ
っ
て
「
ナ
チ
ス
の
イ
ズ
ム
に
染
ま
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
見
て
い
た
。
戦
中
か
ら
戦
後
に
掛
け
て
、
新
穀
感
謝
祭
は
継
続
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
主
催
団
体
の
全
図
農
業
会
が
解
散
さ
れ
、
農
林
省
の
仰
坐
凹
汀
卵
へ
の
関
与
が
禁
じ
ら
れ
た
。
一
九
四
七
年
の
第
一
三
川
斬
殺
感
謝
祭
は
、
社
会
党
政
権
で
あ
る
片
山
内
閣
の
閣
僚
と
し
て
和
旧
博
雄
経
済
安
定
本
部
長
官
が
動
き
、
食
撒
対
莱
議
員
連
盟
を
代
表
す
る
日
本
社
会
党
の
浅
州
稲
次
郎
が
委
員
長
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
に
農
業
祭
に
衣
替
え
し
て
新
発
足
す
る
ま
で
、
新
穀
感
謝
祭
は
計
二
七
回
開
催
さ
れ
た
。
（
１
）
古
川
隆
久
「
昭
和
戦
中
期
の
総
合
国
策
機
関
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
。
企
画
院
を
中
心
と
す
る
総
力
戦
対
応
の
諸
国
策
機
関
に
つ
い
て
は
、
こ
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。
（
２
）
企
画
院
事
件
で
逮
柵
さ
れ
た
時
、
稲
葉
も
勝
間
川
も
、
共
に
、
和
Ⅲ
と
同
じ
「
高
等
官
交
友
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
吸
わ
れ
て
い
る
。
企
画
院
那
件については、宮地正人「企画院事件Ｉ戦時計画経済をめぐる抗争の椴牲－」『川本政治奴判史録』第一法規、一九七○年、
所収、が詳しい。企画院耶件の検察担当官は、和田博雄を許容範囲内の革新官倣としてではなく、許容範Ⅶ外の「左翼的革
新」官僚と見ていた。大竹啓介氏は、この例を揚げながら、和川を「革新官僚左派」であったと捉えたのであった。大竹、
前掲［｜の注（３）］『幻の花－和田博雄の生涯（上）」一二九ページ以下参照。
（
３
）
稲
葉
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
蝦
名
賢
造
「
稲
葉
秀
三
Ｉ
激
動
の
日
本
経
済
と
と
も
に
六
○
年
Ｉ
」
西
田
書
店
、
一
九
九
二
年
、
を
参
照
。
勝
間
川
の
経
歴
と
主
要
著
作
の
主
内
容
に
つ
い
て
は
、
刊
行
委
員
会
編
「
勝
問
田
清
一
著
作
集
』
第
三
巻
、
一
九
八
七
年
、
参
照
。
（４）内閣調査局に「予算大綱の統制整理の権」を与える案が調査官会議で検討されていた記録がある。予算編成権を大蔵省か
ら剥奪する案である。『Ⅲ川日記』一九三七年一月一三日。大竹啓介、前掲［一の注（３）］『幻の花（上）』、一二○ページ。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
は
、
経
済
安
定
か
ら
経
済
復
興
へ
の
道
を
歩
ん
だ
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
経
済
企
画
庁
の
似赫戦後経済史の把掘がその代表例となっている。
膣しかし、この把搬では、経絲企画庁の前身である経済安定本部の位簡なり経過なり意義なりが、ほとんど抹消され
峰ることになる。第二次世界大戦後の日本経済は、まずは、経済安定本部によって強化された傾斜生箙刀式によって危
●８０
派機状態からの脱川が可能になったのであった。経済安定本部が雌逃した経済計画による経済復興過幌を経て、ドッ
“ジ・プラン以降の自由主義経済の展開による経済安定段階へ到達することが出来たのであった。日本経済の起点部分
”には、経済計画原理が組み込まれていたのである。
折
経
済
安
定
本
部
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
は
、
有
澤
広
ｕ
で
あ
り
側
川
柳
雄
で
あ
っ
た
。
有
瀞
は
、
大
学
の
研
究
室
に
締
を
赴
い
た
ま
ま
大
蔵
省
の
持
つ
予
算
編
成
権
へ
の
挑
戦
は
、
や
が
て
和
田
が
長
官
と
な
っ
た
経
済
安
定
本
部
に
お
い
て
本
格
的
に
試
み
ら
れ
た
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
財
政
学
専
攻
の
故
西
田
洋
二
教
授
と
語
り
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
（
５
）
大
竹
啓
介
、
同
布
『
幻
の
花
（
上
）
』
一
三
六
ペ
ー
ジ
。
松
村
勝
次
郎
は
協
調
金
木
川
の
榊
勝
則
邪
と
な
り
伺
会
の
柵
猟
人
と
な
る
。
（
６
）
斬
殺
感
謝
祭
の
経
過
は
、
大
竹
啓
介
「
第
一
回
新
穀
感
謝
祭
に
つ
い
て
」
、
同
右
「
幻
の
花
（
上
逗
五
四
八
ペ
ー
ジ
以
下
に
よ
る
。
共
同
通
信
論
説
委
員
・
寺
山
義
雄
氏
の
「
農
業
祭
事
始
」
『
全
国
農
業
新
聞
』
第
八
九
四
号
、
一
九
七
一
年
二
月
一
二
日
、
を
も
参
照
。
（７）勝間川は、新般感謝祭について、前掲、〔川の沈（３）］、伝「回想の七十余年」、「将作染』第三巻で触れていないが、吉
川茂との側迎ではやや詳しく回想している。前掲、〔三の注（５）］刊行会鯏「吉川茂」一六九～一七○ページ。
五
、
結
びＩ社
会
派
官
僚
か
ら
安
本
官
似
へ
－
６
で
、
安
本
長
官
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
、
東
京
帝
国
大
学
の
教
授
は
、
大
学
教
授
で
あ
る
前
に
、
勅
任
官
と
な
り
貴
族
員
議
員
と
な
る
国
家
官
僚
で
あ
っ
た
。
和
田
は
、
企
画
院
事
件
で
無
罪
と
な
っ
た
あ
と
、
農
林
省
へ
復
帰
、
農
政
局
長
と
な
り
農
林
大
臣
と
な
っ
て
（１）
いる。和田は、京都大学農学部教授への就任を断わって国務大臣・経済安定本部長官の役を引き受けた。有澤にも、
和
田
に
も
、
共
通
し
て
い
た
の
は
、
経
済
計
画
原
理
の
政
策
的
展
開
の
担
い
手
と
な
る
経
済
官
僚
と
し
て
の
自
負
で
あ
り
、
国
家
の
社
会
化
を
推
進
す
る
社
会
派
官
僚
と
し
て
の
役
割
自
覚
で
あ
っ
た
。
安
本
長
官
と
し
て
の
和
川
を
支
え
た
の
は
、
か
っ
て
内
閣
調
査
局
で
和
旧
の
部
下
で
あ
っ
た
勝
間
川
消
一
で
あ
り
稲
葉
秀
三
で
あ
っ
た
。
勝
間
川
は
、
日
本
社
会
党
川
身
国
会
議
員
と
な
っ
て
い
た
が
、
兼
職
の
形
で
国
務
大
腿
（
安
本
長
官
）
秘
書
官
と
な
り
、
和
川
安
本
の
中
枢
を
拠
っ
た
。
稲
蕊
も
、
京
那
大
学
経
済
学
部
教
授
へ
の
就
征
を
断
わ
っ
て
、
官
房
次
長
と
し
て
安
本
の
中
順
を
担
う
一
風
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
か
の
内
務
官
僚
革
新
派
の
伽
杣
で
あ
っ
た
吉
川
茂
は
、
公
職
追
放
処
分
を
受
け
、
解
除
後
、
神
社
本
庁
那
務
総
長
の
征
（２）
に就くが、その頃、「社会党に投派示していた」と伝えられている。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
経
済
の
起
点
部
分
に
経
済
計
画
原
理
を
据
え
る
事
業
を
成
し
遂
げ
、
日
本
綴
済
を
復
興
さ
せ
る
経
済
政
策
展
開
に
成
功
し
、
国
家
社
会
主
義
の
力
向
と
は
別
の
社
会
主
義
の
可
能
性
を
提
示
し
た
経
済
安
定
本
部
の
「
安
本
官
僚
」
の
姿
に
、
協
調
会
上
層
職
員
の
底
流
と
な
っ
て
い
た
社
会
派
官
僚
の
到
達
点
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
か
っ
て
異
端
の
国
家
官
僚
で
あ
っ
た
社
会
派
官
僚
は
、
新
設
の
経
済
計
画
官
僚
機
構
に
お
い
て
、
正
統
派
の
国
家
官
僚
と
な
っ
て
い
た
。
（１）経済安定本部に見られる経済計画派の人脈については、拙稿「片山Ⅱ芦田内閣論」『日本近現代史４１戦後改革と現代社会
の
形
成
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
、
所
収
を
参
照
。
（２）吉川茂の長女であり日本母親大会の事務局長などを務めた山家和子の言。木下順「日本社会政策史の探求（上）Ｉ地方改
良、修養団、協調会ｌ」「国学院経済学」第四四巻一号、一九九五年二月、中の「吉田茂について」による。木下氏は「吉
6２
新崗僚・革新官Oi(と社会派官僚
【
付
】
「
協
調
会
論
」
文
献
一
覧
『財団法人・協調会誌」（稿本）協調会解散事務所編、一九四八年。
『協調会史－協調会三十年の歩み」協調会偕和会編、一九六五年。
『協調会文脈目録（和書の部迄法政大学図譜館、一九七七年。
編災委員会編『添田敬一郎伝』添田散一郎君記念会発行、一九五五年。
編輯委員会編『吉田茂」吉田茂伝記刊行編織委員会発行、’九六九年。
（１）花呑災「協調会の教育活動（その一）ｌ川本社会教育史ノートー」『国学院大学栃木短期大学紀要」第三号、一九六九年
（９）
（６）米川紀生「協調会の成立過程－我国に於ける労資関係安定のための民間機関の構想ｌ」『経済学年報」（新潟大学）第三号、
一九七九年二月。（社会政簸学会第三六回全国大会・報告「協調会の思想と行動」の一部）
（７）米川紀生「協調会の労働組合論」「新潟大学・経済論巣』第二六・二七号、一九七八－Ⅱ。一九七九－１。
（８）藤野豊「協調政策の推進ｌ協調会による労働者の統合－」「近代日本の統合と抵抗（３）」鹿野政直ほか編、日本評論社
（２）
（３）
（４）
（５）刊、一九八二年。
月
○
田
を
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
す
る
見
解
を
示
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
一Ⅱ。池川
信
『
川
本
的
協
調
主
義
の
成
立
ｌ
社
会
政
策
思
想
史
研
究
－
」
啓
文
社
刊
、
一
九
八
二
年
。
伊
藤
隆
『
昭
和
初
期
政
治
史
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
。
浜口晴彦「協調会と第一次大戦後の労資関係」『社会科学討究」第一五巻三号、一九七○年、三川。
金原だⅢ『大正期の政党と囮氏』塙将一厨、一九七三年。
安川浴「政党政治体制下の労伽政策ｌ原内閣期における労働組合公認問題Ｉ」「鵬史学研究」第四二○号、一九七五年Ⅱ
6３
（別）岡橘彦仰「協測会と大原社研」『社会労働研究』簸川二進三号、一九九爪年一二Ⅱ。
（肥）商橘彦博「『協調会誌』（稿本）と『協調会史』（正本）との間」『大原社会問題研究所雑誌」第四四茄珊、一九九孤年一二
（
、
）
林
博
史
『
近
代
Ⅱ
本
国
家
の
労
働
者
統
合
』
満
水
智
麻
刊
、
一
九
八
六
年
。
（
Ⅲ
）
三
輪
辨
史
『
Ⅲ
木
フ
ァ
シ
ッ
ズ
ム
と
労
働
述
吻
』
校
、
桝
脚
、
一
九
八
八
年
。
（
旧
）
西
成
Ⅲ
蝋
『
近
代
Ⅱ
本
労
資
関
係
史
の
研
究
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
。
（旧）塩川庇兵衛「解題」、協調会『岐近の社会述勅』（慨刻版）新興出版社、一九八九年。
（Ⅱ）脇ⅢＨⅡ「一九二○年代後半における協洲会の活勅ｌ中継調停活助の検討ｌ」『経常論災』（明淌大学経営学研究所）第三
六
巻
二
号
、
一
九
八
九
年
二
Ⅱ
。
（旧）島田昌和「協調会の設立と経営者の労働観ｌ日本工業倶楽部信愛協会案をめぐって－」「経営史学』第二四巻三号、一九八
九年一○月。
（価）島川掛川「渋沢栄一の労使奴と協調会」『渋沢研究」川Ⅲ号、一九九○年三川。
（Ⅳ）安川浩「官恢と労働者問題－産業報国会体制論－」、東京大学社会科学研究所編「現代日本社会（４）－歴史的前提ｌ』東
京大学出版会、一九九一年。
（川）三ｂの：日日』の罠・旨目⑩ａ巳出閂ｇｏご】口菖。□のｇ』：：》旨のごくのロロ・口。（ＰＢＢ臼】己。Ｐ幻。ここの○の】⑪の】・
（旧）佐Ⅱ川郎『Ⅱ木における産莱民主主義の前提Ｉ労使懇談制度から雄業報剛会へ－』東京大学出版会、一九九一年。
（卯）安川浩「内務省・民政党・総同盟と労働政策」『ｎ本近現代史（３）ｌ現代社会への転形－」岩波謝店、一九九三年。
（
Ⅲ
）
矢
野
達
雄
『
近
代
日
本
の
労
働
法
と
国
家
」
成
文
党
、
一
九
九
三
年
。
（犯）木下Ⅲ「川本社会政策史の探究（上）ｌ地方改良、修淀川、協刈会－」「国学院綴済学』第四Ⅲ巻第一号、一九九近年一
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